
地域防災啓発資料・報告書

令和8年8月千葉豪雨における水害構造と下総台地地域に適応した

防災行動戦略
千葉市・佐倉市・八千代市・四街道市の降水データ、浸水被害、地形特性およびハザードマップ限界の総合検証

対象地域: 千葉市（全6区）、佐倉市、八千代市、四街道市対象事象: 令和8年8月千葉豪雨 (令和8年8月13日〜14日)

策定主体: み春野自治会・自主防災組織 発行日: 令和8年8月

サマリー（要旨）

令和8年8月13日から14日にかけて発生した線状降水帯による記録的集中豪雨は、千葉市（中央区で1時間
115.0mm、24時間367.0mm）をはじめ、佐倉市、八千代市、四街道市に深刻な内水氾濫被害をもたらしました。
約2万件の被災報告の約55%が内水ハザードマップの「想定外（無色エリア）」で発生しました。
この要因は、下総台地を覆う関東ローム層の飽和による表面流出化と、樹枝状に刻まれた「谷津（やつ）地形」
への雨水集中、さらに都市化に伴う水みちの遮断・不透水化に起因します。本レポートは、微地形に着目した防災
指針および住民行動計画（マイ・タイムライン）を提示し、今後の地域防災対策の標準モデルを提示するもので
す。

1. 豪雨の概要および精緻な降水状況データ

令和8年8月13日夕方から14日未明にかけて、関東上空に停滞する前線に向かって暖湿気が集中的に流入し、千葉県北西
部・北東部において線状降水帯が発生・維持されました。気象庁は千葉市、佐倉市、八千代市、四街道市を含む自治体
に「レベル5大雨特別警報」を発表し、各地で観測史上および8月最大となる記録的短時間集中豪雨となりました。

1.1 主要4市における降水量観測データ

地域・自治
体

最大1時間降
水量

最大24時間
降水量

データ種別 観測上の特記事項・平年比

千葉市 (中
央区)

115.0 mm

(13日 18:48)

367.0 mm

(14日 06:00)

アメダス (気象
庁公式)

観測史上1位更新 (12時間348.0mmも史上1位)。8月月平年値
(115.7mm) の約3.2倍を記録。

佐倉市 68.5 mm

(13日 19:31)

254.5 mm

(14日 04:00)

アメダス (気象
庁公式)

8月観測史上1位更新。13日夜間に「記録的短時間大雨情報」(1

時間に約100mmの解析雨量)。

八千代市 約 100 mm

(推定)

250 〜 300

mm

(推定)

気象庁 解析雨
量

アメダス常設観測点無。線状降水帯の直下に位置し、13日18〜
21時にかけて猛烈な雨を解析。

四街道市 約 100 mm

(推定)

250 〜 320

mm

(推定)

気象庁 解析雨
量

アメダス常設観測点無。千葉市・佐倉市に挟まれた集中エリア
で同等の豪雨を記録。

1.2 千葉市における行政区別詳細観測データ

気象庁のアメダス観測所は中央区に位置しますが、千葉市および千葉県が設置した防災雨量計等のデータ解析によ
り、局地的な降水量差が著しく現れたことが判明しています。特に線状降水帯の中心軸が通過した南部（緑区）および
東部（若葉区）で総降水量が極大化しました。
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行政
区名

主要観測地点・施
設

最大1時間
雨量

累計・最大総
降水量

地域別特徴・浸水被害傾向

緑区 県立土気高校 ほか 100 mm 超 499.0 mm 市内最大雨量。土気地区を中心に500mm近い雨量を記録。台地
縁辺部での土砂災害警戒。

中央
区

千葉アメダス (要
町)

115.0 mm 367.0 mm 都市部集中豪雨。都心部道路、主要駅前、アンダーパスの激し
い冠水が発生。

若葉
区

泉地域 (野呂・高
橋)

約 90〜100

mm

380 〜 420

mm

下総台地を深く刻む鹿島川・都川上流部での谷津氾濫および広
大な農地冠水。

花見
川区

三角町・勝田台境
界 (み春野周辺)

約 80〜90

mm

300 〜 330

mm

八千代市境界付近で線状降水帯直下となり、三角町や勝田台
周辺で激しい内水氾濫・不動車多発。

稲毛
区

稲毛海岸・宮野木 約 80〜90

mm

290 〜 320

mm

台地から低地への境界にあたる穴川・宮野木周辺の低地および
主要幹線道路で深刻な冠水。

美浜
区

幕張新都心・検見
川

約 75〜85

mm

270 〜 300

mm

埋立臨海部のため傾斜は緩やかだが、台地側からの流出水と排
水遅延により道路冠水発生。

2. 下総台地の地形・地質特性と内水氾濫の発生メカニズム

対象4市（千葉市、佐倉市、八千代市、四街道市）は、いずれも標高10〜50m程度の平坦な「下総台地」と、それを樹枝
状に刻み込む微細な「谷津（やつ）地形」によって構成されています。本豪雨における被害の特異性は、この地質・地
形的要因に強く依存しています。

【下総台地における谷津断面と雨水・内水氾濫の集中構造】

[高台: 台地平坦部 (舗装化・透水限界)] ―― (表面流出水/100%不透水) ――> [崖線・斜面部] ――> [谷津底/旧暗渠・凹
地 (浸水・下水逆流)] 

※台地面で飽和した雨水が一気にすり鉢状の谷津底へ集中し、下水道能力（50〜60mm/h）を即座に突破する。

2.1 下総台地特有の4つの地形・流出リスク

関東ローム層の保水限界超過と「表面流出（不透水化）」への移行
台地表面を覆う火山灰性の関東ローム層は一定の保水力を有しますが、累計雨量が200〜300mmを超えた段階で不飽
和帯が完全飽和に達しました。これにより降雨が一切地下へ浸透しなくなり、100%表面流出水（洪水波）となって
地表を高速で流下しました。

「谷津田（谷津）」への流出集中と自然排水機能の喪失
台地上の広大な集水域に降った雨水は、傾斜に従って樹枝状の「谷津（すり鉢状の細長い低地）」へ一気に集中しま
す。かつて遊水機能を果たしていた谷津の多くが宅地化・舗装化されたため、逃げ場を失った雨水が急激に水位を上
昇させました。

盛土・造成宅地における「旧水みち」の遮断
昭和〜平成期にかけて谷津の旧頭部や谷筋を盛土・暗渠化して開発した新興住宅地では、埋め立てられた旧水みち
に沿って水が集中。下水道管の計画容量（50〜60mm/h想定）を超えた雨水がマンホールから噴出し、「人工的な凹
地」に停留しました。

1. 

2. 

3. 
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台地縁辺（崖線部）における流出水集中と二次災害
台地の上端から谷津底へ向かう急傾斜部（崖線）へ台地上の表面水が滝のように流れ落ち、直下の住宅地を浸水させ
るとともに、斜面崩壊（土砂災害）を二次誘発しました。

3. 被害状況とインフラ機能障害の解析

下総台地の地勢的影響により、河川の氾濫（外水氾濫）に先行して台地上の凹地および谷津地帯において激しい都市型
水害（内水氾濫）が発生しました。

3.1 各市における住宅浸水被害状況

自治体
名

床上浸
水

床下浸水
住宅浸水 合
計

主な被災地区・インフラ被害の特徴

千葉市 158 棟 85 棟 243 棟 緑区土気、中央区都心部、花見川区三角町、稲毛区宮野木等で多発。ア
ンダーパス水没。

佐倉市 100 棟 100 棟 200 棟 臼井台等でマンホールポンプ4基が冠水停止。下水逆流および広域道路冠
水。

八千代
市

61 棟 14 棟 75 棟 勝田台境界域や大和田・ゆりのき台等での内水氾濫。幹線道路冠水による
大規模交通障害。

四街道
市

2 棟 多数 (下水障
害)

2 棟 マンホールポンプ2基機能停止。家庭内トイレ等への下水逆流被害が多発。

3.2 主要被害事象およびインフラ障害の詳細

アンダーパス・谷津横断道路での車両水没と放置車両問題： 台地から谷津へ降りる道路の底部やアンダーパス（国道
16号周辺、主要県道等）において急激に冠水が進み、車両の水没・閉じ込め事故が多発しました。千葉県全域で約
2,700台超の放置車両が発生し、救急・復旧車両の通行を阻害しました。

み春野・勝田台周辺における水没・不動車実態（現地実測データ）： 花見川区み春野自治会等による現地確認（13

日20:00〜14日12:00）によると、勝田台4丁目付近等の外周部道路において15〜20台の不動車（水没・放置車両）が
確認されました。特に勝田台4丁目付近では水深が「大人の腰の高さ（70〜80cm超）」に達し、車両の全没・通行
不能が実証されました。

マンホールポンプの浸水・機能停止と下水逆流： 佐倉市（臼井台等）で4基、四街道市で2基のマンホールポンプ施
設が、谷津底に溜まった内水により受変電設備が短絡・機能停止しました。圧送排水が不能となったことで下水管内
圧が上昇し、1階トイレや風呂場からの下水逆流被害が相次ぎました。

4. 内水ハザードマップ適合性検証と「空白地帯」の解明

民間気象会社等の被災報告約2万件のデータ解析によると、今回の豪雨における被災・冠水報告の**約55%（2人に1人以
上）が内水ハザードマップの浸水想定区域「外（無色エリア）」**で発生していたことが判明しました。

【重要検証】 なぜハザードマップ想定「外」で被害が多発したのか？

従来のハザードマップは「1時間50〜60mm」程度の下水道設計規模を前提に策定されています。1時間100mmを超える豪雨下で
は、計算モデルと下総台地の微地形との間に以下の3つの「構造的乖離」が生じます。

4. 

• 

• 

• 
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4.1 「想定外」被害をもたらした3つの構造的原因

解析メッシュ（50〜100m）による「浅い谷津・微低地」の境界を精緻に反映することの難しさ
下総台地に無数に存在する比高差1〜3m程度の微細な谷津や浅い窪地は、デジタル標高モデル（DEM）の計算格子サ
イズより小さいため、シミュレーション上で「台地平坦部（安全）」として平均化・評価される傾向があります。

都市下水道の計画規模（50〜60mm/h）と台地集水面積の乖離
台地上のアスファルト舗装率向上に伴い、集水域全体の雨水が下水道管へ到達する時間（流下時間）が大幅に短縮。 
100mm/h超の豪雨下では、排水口自体が水没し、マップ上で安全とされた平坦地でも水が溢れ出しました。

ハザードマップ「黄色表示（浅い浸水）」の油断トラップ
み春野・勝田台周辺等で塗られている「薄い黄色（0.2m未満想定）」は、一見安全に見えますが、実際には周囲の
台地から水が集まる「すり鉢底」を意味します。100mm/h超の雨下では一気に腰高（70cm超）まで急上昇する危険
性を孕んでいます。

4.2 み春野地区におけるハザードマップ（想定）と8月豪雨（実測）の対照分析

エリア・構造
区分

下総台地の微地形・地質要因
内水ハザードマッ
プ (想定)

8月豪雨時の実被害 (実測事実)

み春野中心部
(台地面)

標高約25〜30mの平坦な台地面 (堅
固な地山)。一部は台地上の凹地。

床上浸水なし。道路の一時的冠水のみで終息。高
台としての安全性を確認。

勝田台4丁
目・志津
(谷津坂下)

台地面から周囲の谷津底部へ下りき
る「すり鉢状」凹地。

冠水注意エリア 

黄色

水深が腰高 (70cm超)に達し、車両15〜20台が不
動化・水没。

国道16号周
辺
(勝田台南境
界)

幹線道路沿いの自然窪地およびアン
ダーパス的低地。

冠水注意エリア 
黄色

通過車両の冠水・エンスト事故が多発し完全不
通。救援活動が難航。

み春野外縁斜
面
(盛土境界)

旧宇那谷町の谷津田埋立盛土部およ
び外縁急傾斜地。

土砂災害警戒区域 
赤/黄

側溝溢水による局地浸水、雨水集中による斜面泥
水流出が発生。

5. 下総台地特性を踏まえた地域適応型防災指針と行動マニュアル

検証結果に基づき、下総台地の住民および行政・自治会が取るべき実効性のある防災行動指針をフェーズ別に提示しま
す。

5.1 フェーズ別防災行動計画（マイ・タイムライン）

フェーズ・雨量目安 住民・個人が取るべき防災アクション 自治会・地域コミュニティ・行政の対応

1. 平時・事前準備
(日頃の備え)

• 明治〜昭和の古地図等で自宅の「旧谷津・旧
溜池」歴を確認。
• 二重ゴミ袋に水を溜めた「水のう」を作成し
1階排水口対策。
• 7日分（最低3日分）の在宅備蓄、非常用トイ
レの確保。
• 車載用脱出ハンマーの配備と徒歩での避難
ルート確認。 

• 台地から谷津へ流れる「水みち」沿いの危険箇所点
検。
• 過去の不動車発生地点（勝田台・み春野境界等）の共
有。
• 雨水マス・側溝の落ち葉・ゴミ清掃活動の定期推進。
• 盛土造成地での自主防災組織の形成と連絡網整備。 

1. 

2. 

3. 
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フェーズ・雨量目安 住民・個人が取るべき防災アクション 自治会・地域コミュニティ・行政の対応

2. 警戒・発災直前
(1時間30〜50mm/大雨

警報)

• 坂下・凹地（谷津底）の駐車場にある車両を
高台へ事前移動。
• 1階のトイレ、風呂場、洗面所の排水口に
「水のう」を配置。
• 台地縁辺（崖近く）の部屋から離れ、2階以
上の部屋へ移動。 

• アンダーパスおよび谷津横断道路の早期通行止め警
戒。
• マンホールポンプ施設への土のう積み・非常用ポンプ
配置。
• 夜間の不要不急の外出（徒歩・車）自粛のアナウン
ス。 

3. 発災・避難ピーク
(1時間80〜100mm超/特

別警報)

• 車での移動・避難は絶対禁止（水深20cmで
走行不能）。
• 屋外避難は危険。「自宅2階以上への垂直避
難」を徹底。
• 水深20cm以上の道路歩行は厳禁。水濁時は
側溝脱輪の危険。 

• 「ハザードマップ無色エリア」であっても低地・谷津
沿いへ緊急避難広報。
• 谷津底浸水区間での立ち往生車両・被災者の緊急救
援。
• 自治会ネットワークを通じた安否確認の実施。 

5.2 住民へ贈る「防災3大行動原則」

【原則1】 豪雨時の「車による移動・避難」は絶対禁止！

勝田台周辺で15〜20台の不動車が発生した事実は、台地から谷津へ下る道路が「水没トラップ」になることを証明しています。
水深20cmでブレーキ低下、30cmでエンジン停止、50cmで車体が浮上しドアが開かなくなります。

【原則2】 高台住民（み春野等）は「垂直避難・在宅避難」が最優先！

下総台地の高台（標高20m以上）は広域浸水のリスクが低いため、大雨時にわざわざ坂下の避難所へ移動するのは極めて危険で
す。自宅の2階など安全な高所にとどまる「在宅垂直避難」を徹底してください。

【原則3】 夜間・冠水時の「坂下・沈下道路」への進入厳禁！

谷津底の凹地は、夜間ライトでは水深が判別できません。「単なる水たまり」に見えても腰高（70cm以上）まで没している危険
があるため、冠水道路へは絶対に立ち入らないでください。

【結論】 下総台地における統一防災スローガン

「高台（凹地や浅谷）やハザードマップの無色・薄黄色 ＝ 安全」ではない！
下総台地特有の「谷津（すり鉢地形）」と「舗装・盛土による水みちの変化」を正しく認識し、1時間100mmの豪雨時には早期の
「高台退避」「水のう準備」「垂直避難」を徹底しましょう。
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